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《講義概要》 

映画プロデューサーとして数々の作品に携わり、映画産業の最前線で活躍する吉田浩二氏

が、映画プロデューサーの仕事や映画制作について講義を行った。 

講義ではまず、映画プロデューサーの多岐に渡る一連の仕事内容について説明し、映画制

作を一つの事業・ビジネスとして捉え、ビジネススキームの立案から最終的な資金回収まで

の責任を負う仕事であると言及。３つに分類されるプロデューサーの種類とその違いについ

ても紹介した。続いて、リスクビジネスである映画産業の構図について、資金回収の流れや

スポンサービジネスであるテレビとの違い、国内コンテンツ市場の現状等の面から分かりや

すく説明。その中で、世界のマーケットへ進出することの重要性や、世界でヒットするコン

テンツを生み出すことのできる人材が求められていることを伝えた。 

また、映画制作の工程やこだわり、プロデューサーやスタッフの役割分担について、最新

作「図書館戦争」を例に詳しく説明した。特に、プロデューサーの仕事で一番大切な「プリ

プロダクション（立ち上げ）の時期」の流れについて、時系列に沿って裏話を交えながら解

説するとともに、情熱を持って諦めないことの大切さを示した。学生は、多くのスタッフに

よって時間を掛けて一つの映画が作り上げられていること、そして、映画制作にかける吉田

氏やスタッフの熱い思いに感銘を受け、映画制作に携わる魅力を実感した。 

    
第 3回 4/26 

「『映画プロデューサーの仕事？』 

～映画の立ち上げから、完成まで～」 



 

《受講生の感想》 

 
●自分は将来映像に関する特に映画・テレビの仕事に

就きたいと思っている。映画ができるまでについてプ

リプロダクションから聞けてとても刺激になった。特

に図書館での銃撃戦ができるまでの話が印象的であっ

た。また、良質な作品を作るための絶対に妥協しない

話が心に響いた。  立命館大学・映像学部・2回生 

 
●映画が公開されるまでの流れのお話を聞いてとても

感銘を受けました。１本の映画を仕上げるのに吉田さ

んの努力はもちろん、数え切れない方々の協力があっ

てやっと完成するということを強く感じました。今ま

では監督さんや出演者の方々にしか目を向けられてい

なかったのですが、今回映画プロデューサーという仕

事を詳しく知ることができたおかげでますます映画に

魅力を感じられるようになりました。 

   立命館大学・文学部・3回生 

 

●映画のプロデューサーとして主にプリプロ関連の話

を中心にしていただきました。立案から撮影の入りま

で、どういった手順を踏んで準備をしていたのかを詳

しく話してもらえたので、普段聞けない部分を知れた。

現在学部で主にプロダクション・現場での活動を勉強

しているので、スポンサー探しやキャスティング、プ

リセールスといった前段階での動きを学べてよかった

です。リスクビジネスとスポンサービジネスの違いに

も軸を置いて話してもらえて勉強になりました。 

立命館大学・映像学部・2回生 

 

 

 

●映像・映画プロデューサーの仕事を通してコンテン

ツビジネスの詳細や難点、流れを話していただいた。

プロデューサーはエンタテインメントであるコンテン

ツをビジネスとして現実的に思考し、成功まで導く人

であることが、体験談を通してよく理解できたことが

嬉しい時間だった。監督とは勿論、会議やスケジュー

ル、予算の面など隅々まで気を配り続けなければなら

ない点において、プロデューサーは忙しくもやりがい

のある仕事だと感じた。 

立命館大学・産業社会学部・2回生 

 
●一つの作品を最高のものにするために、そのプラン

を一つ一つ立て実現していく。映画一つを作るために

とても多くの人が動き、いろいろな思いが込められて

いることを改めて知った。また、“これを作りたい”と

いう強い思いで人がどんどん動かされていくというの

に魅力を感じた。一方でいくら情熱をもって作っても、

商業的に支援してくれなかったら公開できなかったり

もするというのを聞いてすごくリスクの高いものだと

思った。    立命館大学・産業社会学部・3回生 

 

●原作と映画をできる限り同じ世界観にするというこ

とがどれだけ難しいことなのかということが分かりま

した。良いものをつくるということは、多少無理かも

しれないと思うようなことでも諦めずに行動すること

が大切だということも学ぶことができた。 

        立命館大学・産業社会学部・3回生 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


